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 防災安全課 消防担当・交通安全

担当・放射能対策室  23-5144

 大崎地域を世界農業遺産へVol.16

市長コラム 天地人

 次のステージへ力強い一歩を踏み出す

大崎市誕生10周年記念式典を挙行
大崎市誕生10周年を祝して

市の花・木・鳥、市民歌を制定

 平成28年大崎市表彰式

 平成27年度決算の概要

 民生委員・児童委員は「あなたの身近な相

談相手」です

 医療費の増加を防ぎましょう

平成27年度国民健康保険事業の決算状況

 市民バスでお出かけしてみませんか？

 市政トピックス　11月の主な出来事

 地域発！お・ら・ほ・の・ま・ち

 オオサキプレイガイド

 12 月 28 日から図書館を休館します ほか

 今月のお知らせ

 子育て支援情報

 育児相談・乳幼児健診

 休日当番医　ほか

 12月号の主な内容

 火災発生件数
(10月末日現在・右欄は前年比 )

建物火災 31 件 ＋ 12

林野火災 2 件 ＋ 2

車両火災 4 件 － 1

その他火災 14 件 － 2

合計 51 件 ＋ 11

 交通死亡事故件数
(11月15日現在・右欄は前年比 )

発生件数 1 件 － 3

死亡者数 1 人 － 3

 空間放射線量の測定結果
（単位 : マイクロシーベルト /h）

11月14日測定
地表面
から1m

地表面
から0.5m

市役所第2駐車場 0.05 0.05

松山総合支所 0.05 0.04

三本木総合支所 0.07 0.08

鹿島台総合支所 0.05 0.05

岩出山総合支所 0.05 0.04

鳴子総合支所 0.05 0.05

田尻総合支所 0.05 0.05

 今月の納税　
納期限：1月4日

□ 軽自動車税 —
□ 固定資産税・都市計画税 第4期

□ 市県民税 —
□ 国民健康保険税 第8期

□ 介護保険料 第8期

□ 後期高齢者医療保険料 第6期

□ 個人事業税 —
 納税課収納担当  23-5148
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観光ひとくちメモ

 11月１日現在の大崎市の人口 （単位 : 人・世帯）

地域 男 前月比 女 前月比 計 前月比 世帯数

古川 38,071 ＋27 39,694 ＋39 77,765 ＋66 30,627

松山 3,041 － 2 3,205 － 6 6,246 － 8 2,192

三本木 4,020 ＋ 1 4,062 － 1 8,082 0 2,692

鹿島台 5,857 －11 6,271 － 4 12,128 －15 4,519

岩出山 5,514 －10 5,796 －11 11,310 －21 4,238

鳴子温泉 3,045 － 8 3,413 － 8 6,458 －16 2,806

田尻 5,593 0 5,758 ＋ 2 11,351 ＋ 2 3,599

市全体 65,141 － 3 68,199 ＋11 133,340 ＋ 8 50,673

 市政情報課統計担当　 23-5091

　　大崎に冬の到来を告げるかのように、

今年もマガンが渡ってきました。2つのラム

サール条約湿地「蕪栗沼・周辺水田」と「化女沼」

を擁する大崎市は、まさにマガンをはじめとする渡

り鳥の楽園。多い時で約10万羽にもなる渡り鳥が越冬

のためシベリアから飛来します。

　稲刈り後の田んぼでエサをついばむ姿、早朝の飛び

立ちや夕方のねぐら入り、V字に編隊を組んで大空を舞

う姿は、大崎市民にとって心の風景のひとつです。

　11月3日に行われ

た大崎市誕生10周年

記念式典では、「市の

鳥」にマガンが制定

されました。

　いつまでも渡り鳥

たちが飛来し続けら

れる自然環境を守っ

ていきたいものです。
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Global ly Important Agricu ltura l Heritage Systems       GIAHS  ( ジアス = 世界農業遺産 )

大崎地域を世界農業遺産へ

【問い合せ先】産業政策課

世界農業遺産推進室 

 23-2281

sangyo@city.osaki.miyagi.jp

● ●

vol . 17
大崎耕土の豊かさを語る②

伝統的な水利システムと地域環境の保全を

両立する水田農業システム

　「大崎耕土の巧みな水管理による水田

農業システム」は、江合川、鳴瀬川をはじめ

とする複数の河川流域圏を統合した広域

的な水田農業の管理システムであり、上

流から下流までの流域環境の地域的特性

(地形条件、水量、生態系)を把握してきた

先人たちの知恵が集結した自然共生型の

農業システムです。

　しかしながら、このシステムも時々の社会情勢や土地利用の変化

により何度も危機を迎えてきました。特に戦後の食糧増産期の無理

な水田開発や機械化が進み、農薬や化学肥料を多用する水稲生産な

ど、水田の生態系をはじめとする地域環境の悪化を招きました。最近

では、農業従事者の高齢化や後継者の減少などにより、農業システム

の継承が危ぶまれてきています。

　これらの危機に対して大崎地域の農業は、ふゆみずたんぼや環境

保全型農業の拡大、持続可能な未来のための人材育成を行うなど、伝

統的な水利システムと地域環境の保全を両立する、持続可能な方策

を打ち出してきました。これが、未来につなげたい農業システムです。

▲おおさき生きものクラブによる人材育成

▲農業を支える巧みな水管理
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